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帝 人 株 式 会 社 

 

帝人株式会社（本社：大阪市北区、社長：鈴木 純）は、中期経営計画において環境負荷

低減の長期目標として設定している 2030年度までのＣＯ２排出量削減について、2018年度

対比「20％削減」から、より高い水準である「30％削減」へと自社の目標値を引き上げる

とともに、サプライチェーン排出量の 2/3 以上を占める部分について、2018 年度対比

「15％削減」という数値目標を設定しました。 

帝人グループは、長期ビジョンとして「未来の社会を支える会社」になることを掲げ、

「環境価値」「安心・安全・防災」「少子高齢化・健康志向」の 3つのソリューションで

持続可能な社会の実現に貢献することを目指しています。それに向けて、人を中心に考え、

「Ｑｕａｌｉｔｙ ｏｆ Ｌｉｆｅ」の向上に向けて革新的なソリューションを提供するとともに、事業

活動に伴う環境、社会への負の影響が最小限となるよう努力していきます。 

 

１．経緯・目的 

（１）帝人グループは 2019 年 12 月に、当時の外部環境と当社の成長見通しを踏まえ、

パリ協定における「産業革命以後の気温上昇を 2℃未満にする」との目標に適合する

水準として、「自社のＣＯ２排出量を 2030年度までに 2018年度対比で 20％削減する」

という長期的な目標を設定しました。 

（２）一方、国際社会ではカーボンニュートラル実現に向けた動きが活発化しており、

日本を含む世界各国が目標の引き上げに動く中、当社も 2021 年 4 月に、日本の

温室効果ガス削減目標の引き上げを求めるＪＣＩ（気候変動イニシアティブ）からの

メッセージに賛同を表明しました。 

（３）また、当社は 2021 年 1月に、ＳＢＴi（Science Based Target initiative）に

コミットメントレターを提出し、パリ協定の目標に科学的に整合する温室効果ガスの

排出削減目標であるＳＢＴ（Science-based Targets）の認定取得を目指しています。 

（４）こうした中で当社は、ネットゼロの実現に向けた取り組みを加速すべく、ＣＯ２

排出量の削減目標をより高い水準に設定することを決定しました。 

カーボンニュートラルの実現に向けて 

ＣＯ２排出量削減の新たな数値目標を設定 



２．新たな数値目標について 

（１）自社によるＣＯ２排出量については、ＧＨＧプロトコル(*1)に則して、自社による

温室効果ガスの直接排出量（Scope1）に他社から供給された電気などのエネルギー

使用に伴う間接排出量（Scope2）を加えたものと定義し、算定範囲をこれまでよりも

拡大した上で、2030 年度までの数値目標を、2018年度対比「20％削減」から「30％

削減」へと引き上げました。 

(*1)ＧＨＧプロトコル：世界標準として用いられているＧＨＧ（温室効果ガス）の算定と報告の基準。

Scope1から3までの3区分でＣＯ２排出量算定の範囲を示す。 

（２）サプライチェーン全体でのＣＯ２排出削減目標については、2030 年度までに

「総排出量＜削減貢献量」とするこれまでの目標に加え、自社の活動に関連する

他社からの排出量（Scope3）全体の 2/3 以上を占める排出源からの排出量(*2)を、

2030年度までに 2018年度対比「15％削減」するという数値目標を新たに設定しました。 

(*2)Scope3全体の2/3以上を占める排出源からの排出量： 

Scope3のうち、自社が調達した製品・サービスに関するＣＯ２排出量（Category1）から、商社

ビジネスに関連する排出量を除いたもの。 

（３）自社によるＣＯ２排出量削減の新たな数値目標は、当社の 2013 年度排出量実績

に対し、日本の削減目標（46％削減）を上回る水準であり、ＳＢＴiの認定基準の

1つである「2℃を十分に下回る目標水準（Well-below 2℃）」に沿っています。また、

サプライチェーンにおけるＣＯ２排出量の新たな削減目標も、ＳＢＴi の認定基準

に沿った水準となっています。 

（４）これらの数値目標は、新たに中期経営計画における環境負荷低減の長期目標とし

て位置づけられ、2021年 7月より帝人グループ全体に適用しています。 

 

 

【ＣＯ２削減目標 新旧対比表】 

対 象 従来目標 新 目 標 

自社排出量 

■2030 年度までに 

2018 年度対比 20％削減 

■2050 年度までに実質ゼロ 

■Scope1＋2 排出量を 2030年度 

までに 2018 年度対比 30％削減 

■2050 年度までに実質ゼロ 

サプライチェーン

における排出量 

■2030 年度までに 

総排出量＜削減貢献量を達成 

■数値目標は未設定 

■2030 年度までに 

総排出量＜削減貢献量を達成 

■Scope3 排出量全体の 2/3 以上を

占める排出源からの排出量を

2030 年度までに 2018 年度対比

15％削減 

以  上 

今回新たに設定した削減目標の対象範囲 

【 当件に関するお問合せ先 】 

帝人株式会社 コーポレートコミュニケーション部  TEL:(03)3506-4055 


